
 

 

  このような問題を「和が一定の問題」 

  といいます。 

  この場合は，1本線の図をかきます。 

(1) 兄は 4枚減って，弟は 4枚増えた

だけなので，2 人の持っている枚数の

合計は変わりません。 

７－６＝①で，これが 4枚にあたります。 

したがって，はじめに兄が持っていた枚

数は⑦なので， 4x7=28 枚 
28 枚 

(2) 2 人とも 420 円ずつ使っています

から 2人の差は変わりません。 

このような問題を「差が一定の問題」 

  といいます。 

2 本線をかいて，使った金額を左はしにそ

ろえます。 

 

妹が持っていたお金は９なので， 

  60 x 9 = 540 円 

540 円 


